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【
う
ら
へ
続
く
】

総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

           

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
（
23
日
）

　

10
月
22
日
投
開
票
が
行

わ
れ
た
総
選
挙
で
、
日
本

共
産
党
は
、
小
選
挙
区
で

は
沖
縄
１
区
で
赤
嶺
政
賢

氏
の
勝
利
を
か
ち
と
り
ま

し
た
。
比
例
代
表
選
挙
で

は
21
議
席
か
ら
12
議
席
に

後
退
す
る
残
念
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
ご
支
持
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
み
な

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
次
の
国
政
選

挙
で
は
必
ず
捲
土
重
来
を

期
す
決
意
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
日
本
共

産
党
は
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
大
方
針
に
す
え
て

奮
闘
し
ま
し
た
。
日
本
共

産
党
、
立
憲
民
主
党
、
社

民
党
の
３
野
党
が
、
市
民

連
合
と
７
項
目
の
政
策
合

意
を
結
び
、
連
携
し
て
た

た
か
い
、
立
憲
民
主
党
が

躍
進
し
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
勢
力
が
全
体
と
し
て

大
き
く
議
席
を
増
や
し
た

こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
希

望
の
党
の
誕
生
と
民
進
党

の
合
流
で
、
野
党
共
闘
に

大
き
な
逆
流
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
困
難
な

挙
で
掲
げ
た
公
約
を
実
現

す
る
た
め
に
知
恵
と
力
を

つ
く
し
ま
す
。
市
民
と
野

党
の
共
闘
を
発
展
さ
せ
、

憲
法
改
悪
阻
止
を
は
じ
め

各
分
野
の
国
民
運
動
を
前

進
さ
せ
る
た
め
、
全
力
を

あ
げ
る
決
意
で
す
。

状
況
で
も
、
日
本
共
産
党

は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
揺
る
が
ず
追
求
し
、
共

闘
勢
力
の
一
本
化
の
た
め

に
、
全
国
67
の
小
選
挙
区

で
候
補
者
を
降
ろ
し
ま
し

た
。
こ
の
決
断
が
共
闘
勢

力
が
議
席
を
伸
ば
す
う
え

で
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と

は
選
挙
結
果
が
示
し
て
い

ま
す
。

　

総
選
挙
の
結
果
、
自

民
党
・
公
明
党
は
議
席
の

３
分
の
２
を
占
め
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
小
選
挙
区
制

が
も
た
ら
し
た
「
虚
構
の

多
数
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

総
選
挙
で
日
本
共
産
党

は
、
安
倍
暴
走
政
治
へ
の

審
判
を
よ
び
か
け
、外
交
、

経
済
、
原
発
、
憲
法
、
核

兵
器―

―

五
つ
の
柱
で
日

本
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
を
訴
え

ま
し
た
。
ど
れ
も
安
倍
政

治
に
対
す
る
真
正
面
か
ら

の
対
案
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　

新
し
い
国
会
で
、
総
選

　

衆
議
院
選
挙
結
果
。「
共

産
、
立
憲
民
主
、
社
民
３

野
党
の
共
闘
候
補
者
が
32

選
挙
区
で
勝
利
し
た
」「
共

産
党
は
12
議
席
に
後
退
し

た
。
残
念
だ
っ
た
」「
枝

野
代
表
が
共
産
党
、
社
民

党
に
謝
意
を
表
明
し
た
」

「
自
民
党
は
比
例
代
表
33

％
の
得
票
率
で
61
％
の
議

席
を
占
有
し
た
。
国
民
の

意
志
と
は
か
け
離
れ
て
い

る
」「
小
選
挙
区
制
の
た

め
だ
」

日本学術会議

原発のあり方を提言
再エネを基幹的なエネルギーに

　

日
本
学
術
会
議
は
９
月

12
日
、「
我
が
国
の
原
子

力
発
電
の
あ
り
方
に
つ
い

て―

東
京
電
力
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら

何
を
く
み
取
る
か
」
と
題

し
た
提
言
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

提
言
で
は
、
米
国
の
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故

（
１
９
７
９
年
）
の
後
、

福
島
原
発
事
故
ま
で
、
学

術
会
議
が
原
子
力
施
設

の
安
全
対
策
強
化
を
求
め

る
主
張
を
行
っ
て
こ
な
か

っ
た
と
指
摘
し
、
こ
う
し

た
沈
黙
が
「『
安
全
神
話
』

を
助
長
」
し
た
と
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
総
括
し
て
い

ま
す
。

　

提
言
は
福
島
原
発
事
故

の
引
き
起
こ
し
た
問
題
や

原
発
の
安
全
問
題
、
コ
ス

ト
、
倫
理
問
題
な
ど
に
言

及
。
原
発
の
持
つ
「
リ
ス

ク
を
直
視
し
」「
深
刻
な

被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

な
電
力
供
給
方
式
を
基
本

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

計
画
を
樹
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
上
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
構
成
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
低
炭
素
性
や
経
済

性
か
ら
原
発
が
選
ば
れ
る

と
さ
れ
て
き
た
が
、
事
故

を
踏
ま
え
「
こ
う
し
た
選

択
に
つ
い
て
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
」
と
強

調
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
「
基
幹
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

（
提
言
は
、
学
術
会
議
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
）

自民党の小選挙区での得票率と議席占有率

　　４７．８％の得票で７４．４％の議席

　　小選挙区制の悪害くっきり

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
動
車
の
出
荷
前
の
無

資
格
者
検
査
問
題
。「
ス

バ
ル
も
無
資
格
で
検
査
し

て
い
た
」「
30
年
以
上
常

態
化
し
て
い
た
と
い
う
」

「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

信
頼
が
揺
ら
ぐ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
動
車
運
転
ト
ラ
ブ
ル

問
題
。「
あ
お
り
運
転
は

（概要）
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

税金の集め方と使い方の
　　「二つの改革」で
　　消費税に頼らず
　　　社会保障・教育支えよう

　　日本共産党の「財源提案」

　

日
本
共
産
党
は
10
％
へ

の
大
増
税
に
反
対
し
、
消

費
税
に
頼
ら
ず
財
源
を
確

保
で
き
る「
二
つ
の
改
革
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
富
裕
層
や
大
企

業
へ
の
優
遇
を
あ
ら
た
め

る
、
具
体
的
に
は
不
公
平

税
制
の
是
正
と
富
裕
税
創

設
な
ど
の
税
制
改
革
、
軍

事
費
や
大
型
公
共
事
業
な

ど
に
メ
ス
を
入
れ
、
ム
ダ

を
な
く
す
歳
出
改
革
で
す

（
表
）。

　

第
二
は
、
４
０
０
兆
円

超
の
大
企
業
の
内
部
留
保

の
一
部
を
活
用
し
て
賃
上

げ
、
国
民
の
所
得
増
で
内

需
を
あ
た
た
め
、
経
済
の

好
循
環
と
安
定
成
長
を
実

現
す
る
経
済
改
革
で
す
。

　
「
二
つ
の
改
革
」
で
財

源
は
約
40
兆
円
、
社
会
保

障
と
教
育
を
充
実
さ
せ
、

同
時
に
財
政
再
建
へ
の
道

を
開
き
ま
す
。

安倍９条改憲ＮＯ！
全国市民アクション
11・３国会包囲大行動

    11 月３日（金）　　午後２時開会～午後３時半

    国会周辺
　　国会正門前 , 議員会館前 , 国会図書館前 , 町村会館前に
　　ステージ

主催：安倍９条改憲NO! 全国市民アクション実行委員会
　　　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

東
北
大
の
脱
法
告
発

  
職
員
組
合
が
非
正
規
職
員
の

  

雇
い
止
め
で
公
開
質
問
状

　

東
北
大
学
が
、
３
０
０

０
人
を
超
え
る
非
正
規
職

員
を
雇
い
止
め
し
よ
う
と

し
て
い
る
問
題
で
、
東
北

大
学
職
員
組
合
は
先
月
、

里
見
総
長
に
公
開
質
問
状

を
提
出
、
改
善
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

質
問
状
で
は
、
最
も
重

要
な
問
題
は
労
働
者
の
権

利
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、「
10
年
働
い
た
の

に
、
突
然
な
ぜ
辞
め
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
」「
高

校
生
の
子
ど
も
と
の
２
人

の
生
活
を
ど
う
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
不
安
で
い

っ
ぱ
い
だ
」
な
ど
の
職
員

の
声
を
紹
介
。（
１
）
学

問
の
府
と
し
て
「
法
の
潜

脱
」
を
す
る
よ
う
な
行
為

を
し
て
い
い
の
か
（
２
）

現
場
で
起
こ
っ
て
い
る

混
乱
を
ど
う
考
え
る
の
か

（
３
）
現
方
針
が
、
有
能

な
人
が
集
ま
る
こ
と
を
阻

害
し
て
い
る
と
危
惧
す
る

が
ど
う
考
え
る
か
の
３
点

を
質
問
し
て
い
ま
す
。

怖
い
」「
取
り
締
ま
れ
な

い
も
の
か
」「
ア
ク
セ
ル
、

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

事
故
も
多
い
」「
防
止
装

置
な
ど
対
策
が
必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
ミ
ド

ル
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
、

村
田
諒
太
選
手
が
勝
利

（
22
日
）。「
王
者
ア
ッ
サ
ム
・

エ
ン
ダ
ム
選
手
に
７
回
終

了
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
勝
っ
た
」「
５

月
の
王
座
決
定
戦
で
は
不

可
解
な
判
定
で
負
け
た
が

リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
」

「
こ
の
間
、
相
当
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
苦
し
ん
だ
よ

う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
パ
は
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
が
、
セ
は

D
eN
A

が
Ｃ
Ｓ
を
突
破
し

た
」「D

eN
A

は
過
去
最

大
の
14
・
５
ゲ
ー
ム
差
の

３
位
か
ら
の
下
克
上
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会

議
（
26
日
）。「
清
宮
幸
太

郎
は
７
球
団
が
１
位
指
名

し
、
日
本
ハ
ム
が
交
渉
権

を
獲
得
し
た
」「
広
陵
の

中
村
奨
成
は
広
島
が
交
渉

権
を
得
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
21
号
、
各
地
で
被

害
。「
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
、
浸
水
な
ど
の
被
害

が
相
次
い
だ
」「
７
人
が

亡
く
な
り
、
90
人
以
上
が

怪
我
を
し
た
」「
激
し
い

雨
音
に
寝
付
け
な
か
っ

た
」「
23
日
は
早
め
に
家

を
出
て
出
社
し
た
」「
西

武
多
摩
湖
線
が
萩
山
駅
、

西
武
遊
園
地
駅
間
で
運
転

を
見
合
わ
せ
、
バ
ス
で
の

迂
回
を
強
い
ら
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

富
士
山
が
初
冠
雪
（
23

日
）。「
平
年
よ
り
23
日
遅

く
、昨
年
よ
り
３
日
早
い
」

「
台
風
21
号
の
影
響
に
よ

る
雨
が
、
山
頂
上
空
で
雪

に
な
っ
た
」

次
回
発
行
は

11
月
13
日
で
す


